
令和６年５月２８日

危 機 管 理 部 

 

令和５年度防災塾の実施状況及び今後の取組み等について 

 

１ 主旨 

  区は、平成２６年度より「発災後７２時間は地区の力で乗り切る」をテーマに掲げ、

区内各地区において防災塾を展開している。 

  今般、防災塾の令和５年度実施状況及び今後の取組みについて取りまとめたので報告

する。 

 

２ 令和５年度防災塾実施状況 

（１）実施主体 

   災害対策課、各総合支所地域振興課、各まちづくりセンター 

（２）参加者 

   町会・自治会、民生・児童委員、ＰＴＡ、商店街、社会福祉協議会、あんしんすこ

やかセンター、消防団等 

（３）実施内容 

   国立研究開発法人防災科学技術研究所、せたがや防災ＮＰＯアクション、世田谷ボ

ランティア協会等の職員を講師に迎え、地区防災計画に掲げた課題と対応策の検証や

取組みを実施。 

   詳細は、「令和５年度防災塾報告書」を参照。 

（４）最近の実績 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

実施予定箇所数 ２８箇所 ２８箇所 ２８箇所 

実績 ２７箇所 ２８箇所 ２８箇所 

 

３ 今年度の取組み 

（１）概要 

地区防災計画の修正を目的として、各地区の実情にあわせて、ワークショップ方式

をはじめ、図上訓練やまち歩き等の多様な手法を用いて実施する。 

（２）在宅避難の推進と指定避難所運営の見直しについて 

  ・実施にあたっては、適切な避難行動の知識（在宅避難の原則）や在宅避難のための

家庭での備えなどの普及・啓発をあわせて行うものとする。 

・また、指定避難所運営の見直しに向けた取組みをあわせて周知することにより、避

難所運営にかかる課題への理解と、運営への協力を地区で広げるための機運醸成に

努めるものとする。 

（３）今年度の実施日程（予定） 

裏面参照 
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令和６年度防災塾の実施日程（予定）           （令和６年５月２１日現在） 

地域 地区 日程 時間 場所 

世
田
谷 

池尻 （調整中） 

太子堂 1月 18日（土） 9：00～ 三茶しゃれなあど 

若林 （調整中） 

上町 （調整中） 上町まちづくりセンター 

経堂 9月 28日（土） 10：00～ 桜丘区民センター別館ホール 

下馬 11月 23日（土） （調整中） 下馬区民集会所 

上馬 （調整中） 上馬まちづくりセンター 

北
沢 

梅丘 （調整中） 

代沢 （調整中） 

新代田 （調整中） 

北沢 （調整中） 

松原 （調整中） 

松沢 11月頃 （調整中） 

玉
川 

奥沢 2月頃 （調整中） 

九品仏 （調整中） 九品仏まちづくりセンター 

等々力 3月 （調整中） （調整中） 

上野毛 （調整中） 

用賀 （調整中） 

二子玉川 8月 31日（土） 9：30～ 二子玉川まちづくりセンター 

深沢 （調整中） 

砧 
 
 

 
祖師谷 （調整中） 

成城 9月 11日（水） 13：30～ 成城ホール 

船橋 （調整中） 

喜多見 
7月下旬 （調整中） 喜多見東地区会館 

9月 24日（火） 14：00～ 喜多見東地区会館 

砧 9月 15日（土） 10：00～ 都立砧公園 

烏
山 

 

上北沢 （調整中） 

上祖師谷              （調整中） 

烏山 （調整中） 
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令和５年度
防災塾 報告書

世田谷区
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防災塾概要 

 

１ 趣旨 

  区では、新実施計画において、「地区防災計画」の策定等の支援を目指して、防災塾を

展開していくこととしている。 

  平成２６年度の防災塾については、「発災後７２時間は地区の力で乗り切る」をスロー

ガンに掲げ、区の地域防災計画上の防災資源や被害想定等を確認したうえで、区内２７地

区において災害時に想定される様々な課題発見を行った。 

  平成２７年度は、前年度に議論した災害時に想定される様々な課題に対する対応策の検

討を中心に実施し、平成２８年度は、これまでの議論を踏まえ、地区防災計画（案）を作

成した。 

平成２９年度以降は、地区防災計画に掲げた課題と対応策の検証や取組みを実施し、令

和５年度においては、地区防災計画の検証・ブラッシュアップを行ったところである。 

 

２ 実施内容 

 （１）実施主体 

    災害対策課、各総合支所地域振興課、各まちづくりセンターが役割に応じて運営。 

 （２）テーマ 

    「発災後７２時間は地区の力で乗り切る」 

 （３）実施内容 

    地区防災計画に掲げた課題と対応策の検証や取組みの実施等 

 （４）対象者 

    地区情報連絡会メンバー及び公募等による区民 

 

３ スケジュール 

（１）防災塾実施 令和５年度防災塾実績一覧参照 

 （２）報告会    

   

 

 

地域 日程 開催場所等 

世田谷 令和６年３月１５日（金） 書面開催 

北沢 令和６年３月１８日（月） 北沢タウンホール４階活動フロアー 

玉川 令和６年３月１８日（月） 玉川区民会館集会室 

砧 令和６年３月２６日（月） 砧総合支所４階 集会室Ｅ 

烏山 令和６年３月１２日（火） 烏山総合支所４階 第４会議室 
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令和５年度　防災塾　実績一覧
（敬称略）

日程 時間帯 講師等 場所 参加人数

1月28日（日） 午前 せたがや防災ＮＰＯアクション
池尻まちづくりセンター３
階　第２会議室

41

1月14日（土） 午前 国立保健医療科学院　　浅見　真理
三茶しゃれなあど
スワン・ビーナス

46

10月8日（日） 午前 一般社団法人東京都マンション管理士会
若林まちづくりセンター
活動フロアー

21

①11月25日(土) 午前 東京都水道局
上町まちづくりセンター
3階活動フロアー

44

②2月17日(土) 午前
聖心女子大学現代教養学部教授
岩田　一成

上町まちづくりセンター
3階活動フロアー

39

11月25日（土） 午前 せたがや防災ＮＰＯアクション
桜丘区民センター
別館ホール

30

11月18日（土） 午前 せたがや防災ＮＰＯアクション 下馬区民集会所 50

1月24日（水） 午前 東京都下水道局
蛇崩川増強幹線工事現場
（区立丸山公園内）

32

12月3日（日） 午前 せたがや防災ＮＰＯアクション
梅丘地区会館
第１・第２会議室

30

2月8日（木） 午後 講師なし
代沢まちづくりセンター
活動フロアー

45

11月12日（日） 午後 せたがや防災ＮＰＯアクション
新代田まちづくりセンター
地下体育室

26

1月20日（土） 午前
防災クッキングアドバイザー
鈴木　佳世子
第一三共ヘルスケア株式会社

北沢タウンホール
12階スカイサロン

28

3月5日（火） 午後 せたがや防災ＮＰＯアクション 梅丘パークホール 31

12月15日（金） 午後 国立研究開発法人 防災科学技術研究所
日本大学文理学部
本館２階　会議室Ａ・Ｂ

61

2月29日（木） 夜間 せたがや防災ＮＰＯアクション
奥沢まちづくりセンター
活動フロアー

46

3月19日（火） 午後 社会福祉法人世田谷ボランティア協会
九品仏まちづくりセンター
活動フロアー

27

2月4日(日) 午前
国立研究開発法人　防災科学技術研究所
李 泰榮

尾山台中学校 45

12月14日(木) 午前 せたがや防災ＮＰＯアクション
上野毛地区会館
大会議室

27

2月28日（水） 夜間 せたがや防災ＮＰＯアクション
用賀まちづくりセンター
活動フロアー

34

3月2日（土） 午前 せたがや防災ＮＰＯアクション
二子玉川まちづくりセン
ター　３階活動フロアー

34

①12月11日(月) 午前 せたがや防災ＮＰＯアクション
深沢まちづくりセンター活
動フロアー

28

②3月15日(金) 午後 社会福祉法人 世田谷ボランティア協会
深沢まちづくりセンター活
動フロアー

25

3月16日(土) 午前 社会福祉法人 世田谷ボランティア協会
祖師谷区民集会所
第1会議室

34

1月24日（水） 午後 東京防災セミナー 成城ホール 31

2月17日（土） 午後 せたがや防災ＮＰＯアクション
船橋まちづくりセンター
活動フロアー１

31

7月28日（金） 午前
東京消防庁　成城消防署　警防課
喜多見まちづくりセンター所長

喜多見東地区会館
第１・２会議室

40

9月24日（日）
午前・
午後

講師なし 都立砧公園 2030

1月20日（土） 午前 社会福祉法人 世田谷ボランティア協会
上北沢まちづくりセンター
地下活動フロア

22

12月9日（土） 午前 せたがや防災ＮＰＯアクション
粕谷区民センター２階多目
的室

29

11月25日（土） 午後 せたがや災害ボランティアセンター 烏山中学校ランチルーム 15

合計 3022

所属

砧

烏
山

世
田
谷

北
沢

玉
川

上祖師谷まちづくりセンター

池尻まちづくりセンター

砧まちづくりセンター

奥沢まちづくりセンター

等々力まちづくりセンター

上野毛まちづくりセンター

用賀まちづくりセンター

二子玉川まちづくりセンター

太子堂まちづくりセンター

若林まちづくりセンター

下馬まちづくりセンター

上町まちづくりセンター

烏山まちづくりセンター

経堂まちづくりセンター

北沢まちづくりセンター

松原まちづくりセンター

九品仏まちづくりセンター

祖師谷まちづくりセンター

船橋まちづくりセンター

喜多見まちづくりセンター

新代田まちづくりセンター

松沢まちづくりセンター

梅丘まちづくりセンター

成城まちづくりセンター

深沢まちづくりセンター

上馬まちづくりセンター

代沢まちづくりセンター

上北沢まちづくりセンター

2
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防災塾参加団体について 

 

 地区の特性に合わせて以下のような様々な団体が参加している。 

町会・自治会、身近なまちづくり推進協議会、民生・児童委員、おやじの会、

ＰＴＡ、商店街、社会福祉協議会、あんしんすこやかセンター、消防団、消防

署、警察署、ＮＰＯ、ボランティア団体、小学校、中学校、高校、区内大学、

事業所、赤十字奉仕団、公募による区民等 

 

防災塾の主な講師について 

 

□世田谷ボランティア協会 

『せたがや災害ボランティアセンター』は、２００５年に開設され、“いつ

かくる”大災害に備えて、「防災」「減災」「災害時にボランティアを受け入

れるシステム作り」などに取り組むために常設された組織である。震災時に災

害ボランティアと被災した人の要望を『つなぐ』マッチングコーディネーター

を養成するため、大学や町会・自治会等と協力して養成講座を行っていく。 

 

□せたがや防災ＮＰＯアクション 

平成２６年度に、主に区内のＮＰＯ同士が、平時から連携して震災対策に臨

むことを主旨として設立した。区内で活動するＮＰＯが震災時の応急対策にお

いて、どのような位置付けで活動するのかをテーマに、区内ＮＰＯ等に参加を

呼びかけ、事前に顔と顔が見える関係を構築できるような取組みを推進してい

る。 

 

□国立研究開発法人 防災科学技術研究所 

災害から人命を守り、災害に強い社会の実現を目指している研究所。災害発

生メカニズムの解明、災害発生による被害の軽減策、個人・地域・行政がそれ

ぞれ持っている知識・知恵を合わせて「防災」を計画・実行する手法やシステ

ムの研究開発を行っている。世田谷区の防災塾において、地域住民自らが災害

時の地域課題と対策を検討することができる「地区防災計画作成手法」と、そ

れを支援するツール「地域防災キット」を各区に提供・支援している。 
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- 1 - 
 

令和５年度 池尻・三宿地区防災塾 実施報告書 

 

 

世田谷総合支所地域振興課 

                           池尻まちづくりセンター 

 

 

（１） 実施日 
令和６年１月２８日（日曜日）１０：００～１２：０５ 

 

（２） 会場 
池尻まちづくりセンター３階 第２会議室 

 

（３） 講師  
せたがや防災ＮＰＯアクション 宮﨑 猛志 氏 

 

（４） 参加人数：４１名 
内  訳：参加者３０名、ＮＰＯ２名、あんしんすこやかセンター職員１名、 

区職員８名 

参加団体：管内８町会・自治会、三宿つくしんぼホーム、あけぼの学園、日赤池

尻分団、民生委員・児童委員、食糧学院、世田谷警察署（ふれあいポ

リス）、世田谷消防団第一分団、池尻小学校ＰＴＡ、三宿小学校、三

宿小学校ＰＴＡ、多聞小学校、多聞小学校ＰＴＡ 

 

（５） テーマ 
『～避難所運営を考える 避難所運営ゲームＨＵＧ～』 

 

（６） 実施内容 
① 開会（１０：００～１０：０５） 
② 事前講義（避難所運営の実情。直近の事例を交えて）（１０：０５～１０：２０） 
③ 事前説明「世田谷版ＨＵＧについて」（１０：２０～１０：２５） 
④ 図上演習（図面・配置確認）（１０：２５～１０：４０） 
⑤ 演習（本番）（１０：４０～１１：３０） 
⑥ 振り返り（１１：３０～１１：４０） 
⑦ 講評、質疑応答（１１：４０～１２：０５） 
⑧ 閉会（１２：０５） 
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- 2 - 
 

（７）成果物 

①～③ 開会、事前講義、説明 

 

講師による講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④～⑥ 演習、振り返り 

 

演習、振り返りの様子 
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- 3 - 
 

演習、振り返りの様子 
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- 4 - 
 

 

参加者感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 講評、質疑応答 

 

講師による講評、まとめ 
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- 5 - 
 

 

・本日参加の皆さんは、避難所運営におけるマネージャーとして動いていただく。

一般避難者などの方に、プレーヤーとして動いてもらう。 

・避難所運営では、情報の集約が大事。例えば避難者への情報提供のための掲示物

が膨らみ、必要な情報が得にくくなったりする。また、「拠点隊」であり、区（災

害対策本部・災対世田谷地域本部）と各避難所を繋ぐ、池尻まちづくりセンター

との連携も重要。 

・避難所運営にあたっては、ＮＰＯなど外部の力も借りつつ、ルールづくり、運営

の組織化が大事。 

・避難所のリーダーには迅速な判断が求められる。もし支援の申し出があったら断

らず、即決するべき。 

・避難所でマスコミの取材を受けると、マスコミ関係者が多数押し寄せるなど、避

難所生活や運営に支障を来す場合がある。一方で、マスコミに取り上げられるこ

とで、支援が入りやすくなる側面もあり、判断が難しいところ。 

 

 

アンケート集計 

別紙のとおり 
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

HUG

10

14











11

15











OK

12

16











13

17











14

18







HUG





4

11 M7.3 15

15

19







1 13





16

20











17

21











18

22







etc





HUG
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



 







  

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日　付 令和6年1月28日

地　区 池尻

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 13 9

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 6 5 5 5 1

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他 ※重複回答あり

数 3 4 1 2 4 2 6 1 ※建築設計

②令和４年度 ③その他

数 12 3

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 4 17

数 数

9 17

7 17

14 15

18

数 数

14 14

11 13

8 9

7

12

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

①令和元年度（平成３１年度）以前

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たち
でできる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化
された。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

⑨その他

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳
しい説明

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

・課題を具体的に浮き彫りに出来た

6

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工
夫や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から
広く意見がもらえる会合

・様々な立場の方から具体的な想定、意見が活発に出され非常に参考になった

・まだ防災について勉強が足りない

・新たに実践カードによるシュミレーションを出来た

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

・問題が沢山あることが分かりました

・時間が短い。年齢層が偏っている

・限られた時間の中ではありましたが皆が積極的に意見を出し合い意見交換が出来ました

・コロナ禍の為活動が制限され交流があまり出来なかった

・はじめてのHUGゲームとても良い経験でした。具体的な課題がたくさん見えたと思います
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数 数

9 9

3 3

7

①知っていた ②知らなかった ③未記入等

数 6 14

数 数

9 12

5 7

11 8

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 13 8

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

・今回具体的な場面を考える事が出来ました。次回も参加したいと思います

・声かけを広げより広い年齢層に参加してもらうことも必要ではないか

・具体的なイメージを持つことができ大変勉強になりました

・起こりうるであろう地震対策など教えて下されば

＜その他＞（実施したいことがあれば記入）

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的な
ルールづくりや担当決め

⑤全く知らない。

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの
住民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できる
か体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。
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防災塾 実施報告書 

 

世田谷総合支所地域振興課 

太子堂 まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和６年１月１３日（土曜日）午前９時３０分～１１時３０分 

 

（２）場所  三茶しゃれなあどホール スワン・ビーナス 

 

（３）参加人数 ４６人 

   〈主催〉太子堂地区身近なまちづくり推進協議会、太子堂まちづくりセンター 

   〈協力〉太子堂地区連合町会 

   〈参加団体〉（順不同） 

    太子堂地区連合町会、太子堂地区身近なまちづくり推進協議会、 

    太子堂地区ごみ減量・リサイクル推進委員会、世田谷消防団第２分団、 

青少年太子堂地区委員会、昭和女子大学、中里小学校避難所運営委員会 

太子堂小学校避難所運営委員会、民生委員・児童委員協議会、 

三軒茶屋銀座商店街振興組合、無印良品三軒茶屋店、 

世田谷ボランティア協会、ＮＰＯ法人まちこらぼ 

太子堂あんしんすこやかセンター、太子堂地区社会福祉協議会  

区職員１２名 

 

（４）テーマ 

   在宅避難に必要な水と衛生について 

 

（５）実施内容 

    ●開会あいさつ 太子堂地区身近なまちづくり推進協議会 会長 稲田 實 

            世田谷総合支所長 加賀谷 実 

① 世田谷区避難所運営マニュアルの改定について 
    〈説明〉世田谷区太子堂まちづくりセンター 所長 廣瀬 丈裕 

② 講演 在宅避難に必要な水と衛生について 
〈講師〉国立保健医療科学院 生活環境研究部 

上席主任研究官 浅見 真理 氏(中里小学校避難所運営委員) 

    ➂ワークショップ 

・在宅避難をイメージしてみよう! 

       在宅避難に必要な備蓄物品や各々の行動などについて、各班で話し合う。 

    ④意見交換・発表 

    ⑤講評 世田谷区地域振興課長 佐久間 聡 
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（６）成果物 

＜当日写真＞ 

 

１．第１部 世田谷区避難所運営マニュアルの改定について                

  

 

２．第２部 講演在宅避難に必要な水と衛生について  
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３．グループワーク 在宅避難をイメージしてみよう! ※グループ構成はランダム 

（グループ検討）            Ａ班 

    
 

Ｄ班                 Ｅ班 

    

 

（発表） 

Ｂ班                 Ｃ班 
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Ｆ班 

 

 

４．各グループ成果物 

Ａ班                 Ｂ班 

   

 

Ｃ班                 Ｄ班 
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Ｅ班                 Ｆ班 

   

 

５.講評 

   

 

【講評】 

 ４年ぶりに意見交換ができる形で実施ができ、大変有意義な時間であったと思う。 

年頭の能登半島地震について、日々テレビなどで避難所の現状が伝えられているが、 

近年言われているように、いつどこで震災が起きるかわからない。 

能登の避難所の様子を参考に、引き続き避難所運営など地域防災力の向上にご支援、 

ご協力をいただきたい。 

 

●防災塾を受けて次年度の取り組み 

① 太子堂地区防災マップの改正 
② 在宅避難に対する支援や情報発信手段などについての避難所運営委員会での検
討、マニュアルへの反映 

③ ペット避難への対応 
 

 

 

 

 

 

27

31



 6 / 12 
 

【第１部】世田谷区避難所運営マニュアルの改定について 

【第２部】在宅避難に必要な水と衛生について 
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日　付 令和6年1月13日

地　区 太子堂

アンケート回答人数:30名

(理由)　・在宅避難と水と衛生について大切なことがわかった。トイレの使用法に注意が必要だと思った。　・判りやすかった

・テーマの範囲が大きく全体的に浅くなってしまったので、ポイントをしぼってアイデア等を引き出してほしかった

・在宅避難についてよくわかった　・久しぶりにこの様なディスカッションが出来たのは非常に有意義だった

・地域でどのような方々が問題意識を持って暮らしていらっしゃるのかを知ることができました　・どのくらいの水や食料等が必要か学べた

・備蓄品のアイデアが具体的に多数出た事　・在宅避難の準備の必要性の再認識ができた。ありがとうございました。

・生活環境の異なる方々の防災意識を聞けて良かったです　・地域の方々と交流しながら在宅避難について学ぶことができた

・在宅避難の重要性やどのようにして備えをしていくべきか知ることが出来た　・日頃、考えていなかった事が良くわかった

・能登地震後であるだけに何を話すか興味を持っていた　・在宅避難について知識を得ることができた

・身近な話で、色々ためになる事が多かった　・マスクなしで、ゆっくり話してほしい　

・避難にあたって意識すべきことを知ることができた。備蓄の再確認ができた。　

・分かっている様で忘れている内容があり、大変参考になりました

①時間について

(意見)

②内容について

・避難所と同じように食料、情報等の供給はあるか　・家が心配になりました。安全な部屋を一室造りたい。　・食料の備蓄がむずかしい

・家具等は固定していますが、そもそも建物は大丈夫なのか。火が出ないか。　・自宅にて備蓄が十分ではない　・正しい情報を知ること

・耐震基準に合った家でない家があるていどある(新しく家がたてられない、3m通路がない、道路に面していない)。火災に対してどうするか

・自分自身ではないが、集合住宅(マンション)の方は基本的に対象外であることを知らない。千代田、中央あたりでは明確にされている。

・経験したことがないので心配はつきない。ただそもそも避難所のキャパシティが足りていないことは気になっていたので、区としてもその点を

重要視していることがわかってよかったです。　・余震が来たときに大丈夫か、とても不安になると思います　・避難するかどうかの判断

・1人でいるときにけがなどですぐに動けない場合、どうしたらよいか　・木密地域なので火災の心配、在宅避難ができるかどうか

・家が避難に耐えられるかが不安。ご近所の在宅避難の準備も大切と考えている。　・防災備蓄の為の場所を考えなおす

・大きな余震が心配です。2次災害がないように建物のトリアージが急がれます。

・何をどれくらいなどリストがあればよい。リストをもとに準備したい。

①よかった ➁ふつう ➂よくなかった 回答なし

13 11 0 6

0 27 2

回答なし(その他)

1

①長かった ➁ちょうどよかった ➂短かった

0

回答なし

0

5 24 0

回答なし

1

・横浜市の例なども紹介され分りやすかった　・グループワークで情報を共有できたこと　・改めて再認識できた

５　４で「ある」とお答えの方、具体的に心配と感じていることは何ですか

防災塾アンケート　結果

３　グループワークはいかがでしたか。

1　講演内容はいかがでしたか

２　講演時間はいかがでしたか

４　避難所運営を行う上で、心配なことはありますか

25 5

20

参加人数:33名　
【テーマ】在宅避難に必要な水と衛生について

①よかった ➁まあまあだった ➂よくわからなかった

①短かった ➁ちょうどよかった ➂長かった

①ある

自分自身どのように対応したら良
いか理解していなかった

②ない

7

➂わからない

3

回答なし

0
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・地区の方を知るよい機会となった。グループワークはカテゴリー別に活せたので効果的であった。短時間でも和気あいあいとできた。

　若い方にも参画いただきたい。　・本日はありがとうございました。参考になりました。　・物資の搬入のあり方

・上の5に対してどのような解決方法があるのか知りたい。太子堂1丁目。　・お年寄りの方の避難などピンポイントな話も必要かと思います。

・在宅避難の際のそれに対する行政のサポートや、どうすればより安全で地域のためになる在宅避難が可能になるのか、日頃の備えや

ネットワークづくりについて知りたいと思いました。　

・すばらしいグループワークもあり、有意義でした。またこのような機会をつくってください。感謝。　・今日はありがとうございました。

・マスコミの統制について力をつけるべき。行政や応援部隊が一生懸命従事しているのに批判はやめさせるべきである。

・一般住民に防災訓練とかに参加者を多くする工夫が足りないです。広報、通知の方法。

・グループワークで町会の方や学生の方とお話することができました。短い時間でしたが、皆さんのお話が参考になりました。

本日はありがとうございました。

６　その他、今後知りたいこと、ご意見などございましたらご記入ください。
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防災塾 実施報告書 

 

世田谷総合支所地域振興課 

若林まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和５年１０月８日（日曜日）午前１０時～正午 

（２）場所  若林まちづくりセンター ３階活動フロアー 

（３）参加人数 ２１人 

（４）テーマ 

   「近年の自然災害とマンションの備え」 

～マンション防災マニュアルの重要性について～ 

（５）実施内容 

①講師説明 

 第一部 講演「近年の自然災害について」          

マンション管理士・防災士 稲葉 護 氏 

     第二部 講演「マンション防災マニュアルの重要性と 

東京とどまるマンションについて」             

マンション管理士・防災士 田邊 実 氏 

※（防災用無線機の実演含む） 

      第三部 講演「マンション防災マニュアルの作成について」           

         マンション管理士・防災士 小出 由久 氏 

      ②質疑応答 

参加者５人から６つの質問があり、講師及び若林まちづくりセンター職員が 

その場で回答した。 

質問内容（抜粋） 

・マンション内で避難訓練を実施したが７５％の参加率だった。もっと参加 

してもらうにはどうしたら良いか。 

・防災用無線機は１機あたりいくらくらいで購入できるか。 

・避難行動要支援者の名簿の件をもっと詳しく教えてほしい。 

（６）成果物 

別紙写真参照 
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令和５年度 若林地区防災塾 成果物 

 

世田谷総合支所長挨拶             第一部 講演 

 

第二部 講演              第二部 防災用無線機の実演 

 

第三部 講演                質疑応答 
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日　付 令和5年10月8日

地　区 若林

１－２）ご自身について（年齢）

①男性 ②女性 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 7 4 0 0 0 0 0 5 5 2

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦 ⑦無職 ⑧その他

数 1 0 0 3 2 1 7 0

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 0 0 1

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 0 8 1 3 0

数 数

5 4

4 0

6 2

5

数 数

3 5

3 6

3 2

3

7⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

0

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論
⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。 ⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

⑨その他
（　　　　　　　　　　　　 ）

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

１－１）ご自身について（性別）

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①令和元年度（平成３１年度）以前

2

　　・情報が豊富で、参考になった。
　　・住民への意識の浸透がはかられているとはいえない。
　　・時間不足
　　・演者は資料のメモを読むのではなく、各自で参加者に何を理解してもらいたいのか、それをきちんと語ってもらいたい。それが実ある議論に
　　　繋がるのではないか。

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合
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数 数

6 6

0 2

0

①知っていた ②知らなかった

数 2 12

数 数

5 3

5 3

4 7

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 6 7 1 0 0

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

＜その他＞　・地震対策と効果を明記して、対策をうながすパンフレットの作成配布
　　　　　　・避難通路のガイダンスが必要（矢印？地面の矢印）
　　　　　　・②④町会員、町会長の参画、⑥町会毎に集まり実践に向けたロールプレイ
　　　　　　・初動としての安否確認の具体的な例

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。 ⑤全く知らない。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

　　・情報に対する取扱にもっと重点が必要。ファクトチェックなど情報が多く出る中で、フェイクによる混乱が考えられる。防災は情報戦である
　　　という考え方が必要ではないか。
　　・若林地区にはマンションが多いので、参加者だけでなく、すべてのマンションに周知して自立した対策を準備していただくことが重要。ぜひ
　　　ご努力を期待しております。
　　・「防災マニュアル」を作成したいと考えてきたので、今日そのマニュアルを作成する際の「マニュアル」について説明があり、大変参考に
　　　なった。ただし、概ね、組織づくりが簡単にいかないと思うが、チャレンジしていきます。ありがとうございました！
　　・充実した内容でした。ありがとうございました。
　　・第三部のテーマが一番聞きたかったが、かけ足の説明で、スライドの内容を全ては読み込めなかった。後で配付資料をじっくり読もうと思うが
　　　文字が小さく読みづらい。
　　・個人情報保護法の関連もあり、名簿等を作り配布する事が困難。どういう対処が理想か。
　　・初めて参加させていただきましたが、各講師が短時間に要点をわかりやすく説明して大変に良かったです。今後も参加したいと思います。
　　・時間的余裕なし

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。
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防災塾① 実施報告書 

 

世田谷総合支所地域振興課 

上町まちづくりセンター 

 

（１）実 施 日  令和５年１１月２５日（土）午前１０時～１１時 

（２）場    所  上町まちづくりセンター ３階活動フロアー 

（３）参加人数 ４４人 

        【内訳】 

        区民 ２８人 

        民生委員・児童委員 ５人 

        上町地区身近なまちづくり推進協議会防災対策部会員 ９人 

        上町あんしんすこやかセンター職員 １人 

        社会福祉協議会上町地区事務局職員 １人 

（４）テーマ 

   「震災時に慌てないために今から備える～水の備え～」 

（５）実施内容 

   震災に対して、日ごろから自分自身でできる水の備えや、震災時に役立つ情報、

災害時給水ステーション等について学ぶ講習会 

（６）成果物 （写真、配付資料、アンケート結果） 

   ・写真（講義の様子）↓ 
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災害等で、もしも断水してしまったら…!?

飲み水以外でも生活に欠かせない水。災害等の万が一のために、

※水道キャラバンホームページからダウンロード可能です。
　https://www.suido-caravan.jp/cities/book/

地震や集中豪雨のとき、水道は大丈夫？
災害で断水したらどうすればいいの？
水道水って本当に安全？

ポイント①
『ふたのできる容器に口元まで』
塩素の消毒効果を保つため浄水器を通したり、
沸かしたりせず、蛇口から直接、
口元いっぱいまでそそぎましょう。

日頃から水を備えておくことが重要です！

詳細は中をご覧ください！

すぐにできる、水の備えすぐにできる、水の備え

ポイント②
『1人1日3リットル』
人間に必要な水の量は1人1日3リットルです。
この量を目安に、3日分程度のくみ置きをしてください。

ポイント③
『常温で3日間、冷蔵庫では10日間』
塩素の消毒効果は直射日光を避けて
常温で3日、冷蔵庫で10日程度持続します。

1ℓ 1ℓ 1ℓ

3日10日

清潔で蓋の
できる容器

災害等で、もしも断水してしまったら…!?
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